
 

 

別 紙 
張弦梁改造工法を利用したダイナミック・コンバート技術 

―ケーブル架構を利用しフロアの組み替えを可能とした改造工法－ 

張弦梁改造工法とは 

既存工場に対し、構造体および設備を大規模に変更し、次期生産ラインに適した施設に改造する「ダイ

ナミック・コンバート技術」の一手法。 

当社の強みである橋梁に多く用いられるポストテンション技術の採用により、次期生産ラインで支障と

なる中間柱およびそれに取り付く床・大梁の撤去を可能とした既存建物の改造工法（特許申請中）です。

切断する既存中間柱を束材として利用するポストテンションケーブル架構を構築することによって、大

空間建物への改造を可能としています。 

特徴 

ケーブル架構（例） 
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